
(1) 昭 和 町 広 報 昭和46年12月 1日
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11月 1日現在

男 2，955人

女 2，943人

言十 5.898人

世帯数 1.432戸

NO. 6 11・邑雪主三三二一ーで=二二
~~ -.，可田町11 昭和46年12月 1日発行

編集役場企画 室

町民の健康、福祉、および、社会教育の推進のため、長年 000円で、本館工事25，250，000円、間帯工事15，294，000円，

の望みであった、 申央公民館がこのたび、完成しました。 備品購入費4，000，000円、設計監督料1，230，000円、用地買

本年 6月14日に起工式が行なわれ、関係者各位の多大な 収費13，526，000円、造成費1，850，000円となっております。

るご協力により順調に工事が進み、 11月22日はなやかに聞 なお自慢できることは、全館が冷暖房設備がなされてい

館しました。 ることです。

この公民館は鉄筋コンクリート 2階建で総工費61， 150， 公民館の内部の説明は 4面にのせました。

く〉 おもな内容 。
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昭
和
四
十
五
年
度
の
決
算
が
九
月
町
議
会
に
お
い
て
、
認
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
こ
こ
に
公
表
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

*育大大二女
{r持
者持
者持
者持
者 般 持
者持
者 a 持
者 会 持
者持
者 号斗 持
者 ロI 持
者特
{r!宇半平{r

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
一
億
九
千
三
百
五
十
一
万
円
、
歳

出
決
算
額
は

一
億
八
千
六
百
十
一
万
円
で
、
差
引
き
七
百
三
十
九

万
円
が
四
十
六
年
度
に
繰
越
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
決
算
の
内
容
は
、
別
表
グ
ラ
フ
で
示
す
と
お
り
で
す
。

昭和45年度一般会計決算款別構成図(歳入j

( .iji.fな丁一|リ)

昭和45年度一般会計決算性質別構成図
(単位千円)

昭和45年度一般会計決算款別構成図 (歳出う
(単位千円)



(3) 昭 手口 町 広 昭和46年12月 1日

;今年の 9月までの財政状況を公表します1
昭和町公示第39号

地方自治法第243条の 3並びに昭和町条例第2条の定めるとこ

ろにより昭和46年 4月 l日より昭和46年 9月30日までの歳入歳

出予算の執行状況並びに財産、負債、一時借入金の現在高、そ

の他財政に関する事項を公示する。

昭和46年10月30日

昭和町長石原忠則

1. 歳入歳出予算の執行状況

~ 言十 別 予算額 歳入総額 歳出総額

一般会計 243.400.00円0 128.029，82円5 106，226，64円7 

会国保事業特計別 52.818，000 20，855，880 16，400，775 

農特業別共済会事業計 5，632，000 1，766，631 1，097，006 

外歳 入現歳金出 7，996，945 7，966，945 5，919，845 

計 |抑剖6.9451158.640勾 11129，644，273

2. 住民の負担の状況

( 1 )一般会計

町 税
11 

負 担 金

個人町民税 7，753，570 児童措置費 3，512，560 

固定資産税 13，093，600 衛生費 O 

消 防 費 O 
軽自動車税 2，286，030 

土木費 5m 倒q 

言十 23，133f，Z20〉0 言十 3，512， 
〈全体の75 (予算に対し59

(2)国民健康保険特別会計

保険税 8，923，690円(総収入の43%)

(3)農業共済事業特別会計

項 目 | 共 済 掛 金 | 賦 課 金

水稲共済掛金 292，264 円 55，635 円

春蚕グ 11 ，375 6，125 

夏秋蚕グ O O 

晩秋蚕グ O O 

家畜グ 51，030 5，040 

計 67，160 

報

3. 財産、負債及一時借入金現在高

( 1 )財 産

イ、土地及建物 土地

建物

ロ、有価証券

日本電信電話公社債

第一勧業銀行券

言十

ノ¥出資による権利

農業信用基金

国保診療報酬基金

甲府開発事業団出資金

山梨県信用保証協会寄託金

計

ニ、基 金

国民年金印紙購入基金

国保財政調整基金

校舎建設基金

公民館建設基金

土地開発基金

農業共済農作物法定積立金

11 農作物無事戻積立金

グ 蚕繭法定積立金

言十

(2)'負 債

イ、地 方 債〈未償還元金〉

地方病溝渠改良事業債

義務教育費施設整備事業債

減税補てん債

町道舗装整備事業債

31，185rrl 

7，41711 

10，000円

67，500円

77 ，500円

690，000p 

369，000 

743，000 

500，00。
2，302，000円

620，000円

1，973，564 

2，110，000 

1，383，000 

32，680，000 

16，374円

148，853 

28，956 

38，960，747円

16，425，288円

25，778，094 

3，032，955 

5，362，000 

計 50，598，337円

ロ、債務負担行為額(農林漁業資金未償還元金〉

耕地整備事業費 14，798，344円

開拓地排水路事業費 2，743，624 

費業事k
 

-，， 排

費
い
業
一
計

が

事
ん

備
か

整

川

場
今

圃

18，563，854 

7，231，500 

43，337，322円

、一時借入金

土地開発基金とし山梨中央銀行 1

小井川支庖より一時借入す )12，280，000 
(新規借入分)
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中
央
公
民
館
の
竣
工
に
あ
た
り
、
ひ
が
竣
工
、
内
部
施
設
に
つ
い
て
は
デ
ボ
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

ぃ

、
お
互
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
如
何
~

ザ
と
こ
と
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
。
家
具
庖
ほ
か
数
社
の
納
品
に
よ
り
建
公
民
館
は
市
町
村
そ
の
他
一
定
区
域
に
大
切
か
は
今
更
申
し
あ
げ
る
ま
で
も
d

v

か
ね
て
か
ら
建
設
中
で
あ
り
ま
し
た
物
、
内
部
施
設
と
も
に
完
備
い
た
し
ま
内
の
住
民
の
た
め
に
実
際
生
活
に
即
す
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
公
民
館
、
が
青
J

V

本
町
中
央
公
民
館
が
落
成
し
、
め
で
た
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
び
に
た
え
ま
る
教
育
、
学
術
お
よ
び
文
化
に
関
す
る
少
年
、
婦
人
、
老
人
、
働
く
人
々
等
各
ソ

ハ
く
竣
工
式
及
び
開
館
式
を
挙
行
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
多
く
の
方
々
、
団
体
か
ら
各
種
の
事
業
を
行
い
、
も
っ
て
住
民
の
層
の
方
々
に
広
く
活
用
さ
れ
、
公
民
館
凡

〆

す

こ

と

は

私

の

心

か

ら

喜

び

と

す

る

と

の

設

置

目

的

が

達

成

さ
れ
、
明
る
く
健
九

七
ろ
で
あ
り
ま
す
。

、

内
議

長

室

長

鞍

藤

義

援

護

撃

態

F
J議
委

渡

康
的
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
が
積
極
的

(

『
こ
れ
ひ
と
え
に
県
当
局
の
絶
大
な
る

…灘
醤
病
防
関
環
溜
簡
明
戦
線
総
磁
盤
側
勝
齢
厳
、
閣
誕
議
綴
燃
勝
総
務
灘

に
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
念
願
い
た
し
ま
戸

川
ご
支
援
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
の

鰍
議

導

通

を

?

鍾

Z
;援護
鰍

す
。
ど
う
か
本
公
民
館
の
管
理
運
営
二

(

先

生

方

の

ご

助

力

と

土

地

所

有

な

ら

び

あ

た

ら

れ

る

役

職

員

の

方

々

は

も
と
よ
九

日

こ

耕

作

者

を

は

じ

め

関

係

各

位

の

暖

か

り

町

民

各

位

に
お
か
れ
て
は
公
民
館
設
九

竹

い

ご

協

力

、

ご

高

配

の

た

ま

も

の

と

深

昭

和

町

長

石

原

忠

則

立

の

趣

旨

に
の
っ
と
り
、
目
的
達
成
の
八

~

く

感

謝

申

し

あ

げ

る

し

だ

い

で

あ

り

ま

た

め

一
層
の
ご
努
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
V

L

す

。

絵

画

・

図

書

・

フ

ト

ン

・

生

垣

用

樹

木

教

養
の
向
上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

川

へ
本
年
六
月
起
工
に
あ
た
っ
て
は
中
沢
等
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
て
ま
こ
と
純
化
を
図
り
、

生
活
文
化
の
振
興
、
社

終
り
に
本
館
建
設
に
ご
協
力
賜
わ
り

V

U

常
明
一
級
建
築
士
事
務
所
の
設
計
駐
督
に
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
こ
の
場
を
お
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
固
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
、
重
ね
て
深
川

い
の
も
と
三
井
興
業
株
式
会
社
の
請
負
に
借
り
い
た
し
ま
し
て
、
こ
こ
に
改
め
て
的
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
民
主
々
義

じ
ん
な
る
謝
意
を
あ
ら
わ
し
挨
拶
と
い
人

)
よ
り
、
か
く
も
立
派
に
近
代
的
公
民
館
関
係
各
位
に
対
し
御
礼
申
し
上
げ
る
し
社
会
に
お
い
て
は
、
お
互
い
に
話
し
合

た
し
ま
す
。

U

J
3
1・3
・J
〉
2
・3
・・
2
J
-
f
J
-山

--
3
1
・、
j
・

•. 

、
.
1
t
・・・，
t
f
，t
f・C
E---r・・・・
r
-
J
-
r
・・a
・r
・--e
〈
・:・〈
f
・f
，---t・f
J
2
・〉・
1
・3
・・・・
3
・.，.、
・2
、
.':e、
.2・・
h
J
:
h
-
L

~

公

民

館

結

婚

を

お

す

す

め

し

ま

す

。

、

~
今
度
完
成
開
館
し
た
と
こ
ろ
の
、
町
中
央
公
民
館
の
中
に
特
に
町
長
の
肝
入
り
で
、

U

J

立
派
な
結
婚
式
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

山

年
々
豪
華
に
な
り
つ
つ
あ
る
結
婚
式
は
、
年
ご
ろ
の
子
供
を
も
っ
親
た
ち
の
悩
み
の

v

v

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
公
民
館
の
結
婚
式
場
を
大
い
に
活
用
し
て
も
ら
い
、山

↑

簡
素
化
を
は
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

A

O
結
婚
式
場

(
人
生
の
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
式
場
で
す
)

仏)報広町来日

。
自
慢
の
大
講
堂
兼
展
示
場

本
格
的
の
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
講
演
会
や
各
種
会
合
に

使
う
こ
と
が
で
き
る

昭昭和46年12月 1日

。
会

議

室

。
心
の
健
康
相
談
室

行
政
の
相
談
、
心
配
む
と
の
相
談
室
で
す

。
和
室
小
人
数
の
会
議
や
華
道
等
に
利
用
で
き
ま
す



昭和46年12月 1日報広町手口昭(5) 

町制施行記念

町
制
施
行
を
-
記
念
し
て
、
第
十
回
町
体
育
祭
は
、
押
原
小
中
学
校

校
庭
に
十
一
区
の
町
民
多
数
が
参
加
し
て
、
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
大
会
旗
を
先
頭
に
各
部
落
の
力
強
い
行
進
で
は
じ
ま
っ
た
体
育
祭
。

住
民
の
連
帯
意
識
が
薄
れ
て
い
く
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
体
育
祭
だ

け
は
心
な
し
か
以
前
の
活
気
を
と
り
戻
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
し
た
。

各
部
落
対
抗
の
得
点
競
技
の
ほ
か
に
、
盛
り
沢
山
の
オ
ー
プ
ン
競

技
や
、
湯
田
高
校
パ
ト
ン
ク
ラ
ブ
部
員
に
よ
る
模
範
演
技
な
ど
が
展

開
さ
れ
て
、
秋
の
一
日
を
た
の
し
く
す
ご
し
ま
し
た
。
特
に
今
年
は

町
制
記
念
の
特
別
企
画
と
し
て
、
閉
会
式
の
終
了
後
抽
せ
ん
会
が
催

さ
れ
、
菊
花
賞
、
山
茶
花
賞
、
桔
梗
賞
、
り
ん
ど
う
賞
、
と
い
ろ
い

ろ
の
賞
品
を
手
に
し
た
町
民
の
笑
い
と
歎
息
が
入
り
乱
れ
て
会
場
は

最
後
ま
で
和
や
か
な
ム

I
ド
で
一
ぱ
い
で
し
た
。

次
に
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

す
部
落
対
抗
競
技
で
は

優

勝

西

条

二

区

準

優

勝

河

東

中

島

三

位

押

越

敢

闘

賞

西

条

一

区

ム
阿
部
落
別
リ
レ

l

一
位
西
条
二
区
二
位
河
東
中
島

三

位

河

西

昭和マラソンみごと一等になった伊藤栄選手

青空のもとで輪になって....・H ・-

ホラガンバッテガンバ"/テ……一生懸命応援

ヨ
イ
シ
ヨ
ヨ
イ
シ
ヨ
:
:
:
・
:
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て



(6) 

児
童

ぞZ
B型

時
千よ
円り

実
施

報

児
童
が
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
は
国
民
す
べ
て
の
願
い
で

あ
り
、
家
庭
と
社
会
が
と
も
ど
も
に
児

童
の
健
全
な
育
成
に
努
め
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

児
童
手
当
法
が
う
ま
れ
待
望
の
児
童
手

当
制
度
が
い
よ
い
よ
来
年
一
月
か
ら
発

足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
園
、
県
、
市
町
村
と

事
業
主
が
費
用
を
も
ち
あ
い
、
児
童
を

養
育
す
る
人
に
児
童
手
当
を
支
給
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
生
活
の
安
定
と

次
代
の
社
会
を
に
な
う
児
童
の
健
全
育

成
、
資
質
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は

手
当
は
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
日

本
国
民
が
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
と

広町手口

き
支
給
さ
れ
ま
す

0

・
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養

育
し
て
お
り
、
そ
の
内
三
人
目
以
降
、が

五
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
、
な
お
、
支
給

対
象
と
な
る
三
人
目
以
降
の
児
童
は
段

階
的
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

-
そ
の
人
の
前
年
の
収
入
が
一
定
の
額

(
扶
養
親
族
が
五
人
の
場
合
二
百
万
円
)

に
満
た
な
い
こ
と
。

な
お
、
手
当
は
各
種
の
福
祉
、
金
や

児
童
扶
養
手
当
な
ど
を
受
け
て
い
る
人

で
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

A-手当
の
額
は
三
人
以
上
の
児
童
の
う

ち
出
生
順
に
か
ぞ
え
て
三
人
目
以
降
の

児
童
で
、
当
初
は
五
歳
未
満
の
者
一
人

に
つ
き
月
額
三

0
0
0円
で
す
。

A
V
手
当
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
は
、

町
長
に
認
定
請
求
書
を
提
出
し
な
け
れ

昭昭和46年12月 l日

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
役
場
住
民
課

係
ま
で
印
鑑
持
参
の
う
え
申
し
で
て
下

さ
い
。
な
お
公
務
員
、
三
公
社
に
勤
め

て
い
る
方
は
勤
め
先
に
申
し
で
て
下
さ

.
手
当
の
支
給
は
町
長
が
支
給
を
受
け

る
資
格
が
あ
る
と
認
定
し
た
人
に
対
し

て
昭
和
四
十
七
年
の

一
月
分
と
二
月
分

を
三
月
に
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
そ
の
後
は
毎
年
度
、
六
月
、

十
月
、
二
月
の
三
回
に
わ
け
で
そ
れ
ぞ

れ
前
月
ま
で
の
支
払
い
を
し
ま
す
。
そ

の
他
こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
お
知
り
に

な
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場

に
お
問
い
あ
わ
せ
下
さ
い
。

川一一一一藤一勤講…護費税川

本
年
十
二
月
よ
り
ス
タ
ー
ト

経
済
の
急
速
な
発
展
に
伴
い
、
自

動
車
の
台
数
は
、
近
年
急
激
に
増
加

し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
道
路
混
雑

や
交
通
事
故
な
ど
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
道
路

な
ど
立
遅
れ
た
交
通
関
係
の
社
会
資

本
を
充
実
す
る
た
め
、
自
動
車
重
量

税
が
創
設
さ
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
自

動
車
重
量
税
法
が
昭
和
四
十
六
年
十

二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

。
自
動
車
重
量
税
は
車
検
を
受
け
る

自
動
車
と
届
出
を
す
る
軽
自
動
車

に
か
か
り
ま
す
。

。
車
検
証
や
届
出
済
証
の
使
用
者
欄

に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
が
納
税
義

務
者
で
す
。

。
自
動
車
重
量
税
は
自
動
車
検
査
場

の
窓
口
に
所
定
の
印
紙
に
よ
っ
て

納
め
ま
す
。

1!支給月額の例1!
( )内の数が3，000円にかける数にな

ります。

。児童が 8歳、 7歳 (4歳) (3歳〉の

4人の場合 3，000円x2人=6，000円

。児童が17歳、 10歳、 7歳 (4歳〉の 4

人の場合 3，000円x1人=3，000円

。児童が 4歳、 3歳、 ( 1歳〉の 3人の

場合 3，000円x1歳=3，000円

「
教
育
委
員
会
事
務
局

が
移
り
ま
し
た
。
」

十
一
月
二
十
二
日
落
成
式
を
い

た
し
ま
し
た
昭
和
町
中
央
公
民
館

に
、
昭
和
町
教
育
委
員
会
の
事
務

局
が
移
転
し
、
仕
事
を
始
め
ま
し

た電
話
は
、
昭
和
局
一
七
三
の
乙
番

住
所
は
、
昭
和
町
押
越
五
三
二
番

で
す
。

銘 柄 |型 式 1:;1喜重量|税額
VG20 (0) l，8k70 g 

kg 
20，00円O 

トヨ産タ センチデュリー

乗
日 プレゾント 150 1，560 11 

トグヨタ セトヨドベリッックトカクスラタウムン

H133〈iiHCmDD 〉Tb M 5 、
1，300 15，000 

MS50 1，265 11 

マすすツヨ産産ダタ主ば ル チ 1800 

SVA 1，045 11 

用 日 スカイラコニ イン1，800 PCIO (OM) 965 10，000 

い日 フプノロレーーノリミーアンドll，， 860000 
PA30 (05) 960 必Y

自
P510 (HT) 940 11 

い ベコロレナッiト，510.る000 
PR50 (04) 925 11 

本三ト 菱田タ ギ1 ， 300~ノーベ
RT80 905 1/ 

動
H1300C(U99) S〉 905 11 

ー ヤラ γカスタム A52(5 F 835 11 

トョ カローラlアクプーレベス1，400 
T E2Z 〈(04N39)1F 〕

825 11 

車
マノツ〈ダフFァFミリ ト1，300 STB 795 11 

ス産ルタ ー l
A15 (Z49F) 740 11 

サニ ー B l 10((S D 〉 690 λy 

日トヨ ノξブリカ 1，000 K P30 (D) 680
1 

グ

三三いマ日日日日トすツヨ書産菱野産野〆父タ官 デそィーゼル 8t 

P T81 S D 14，580 37.500 
ふ，う 7.5t T800F D 14，435 11 

貨
7 t KC:l20 12，485 32，560 
6 t UG780 10，710 27，500 

レンジャー K5 L  t 45t 
TXD30 9，550 25，0001 

物 K L340 7，955 20，000 

ふボそク う 4 t T650E 7，535 グ

自
サー 3.5 t 

E出HRSYSUUV A〈1116455L4T) 〈〈SHH〈〕〉101〕

6，795 17，500 

タダイナ 3 t 5，525 15，000 
グ イナ 2.5t 4，705 1l2o ，.050000| l 

動 ダ日 産デクリ パー 2 t 3，700 
イノ、ツ ノレタツ 1500 1.5 t 3，085 11 

車 トヨ タ ハイエース 1t 

V NP S 5HT P2511B010〈V〈0D(DD〉0) T1〉1〉i

2，275 7，500 

日 産 ダプッノト、サ ン 1t 2，140 メア

i: ~~gi 5，000 
マツ ダ ファミリアO.4t 11 

車 種 別税額表



小
口
資
金
制
度
が
発
足

無

担

保

に

て

融

資

昭和46年12月 1日広

昨
年
八
月
か
ら
実
施
し
て

ま
い
り
ま
し
た
町
小
口
資
金

融
資
制
度
は
、
今
回
そ
の
内

容
を
一
新
し
て
信
用
力
、
担

保
力
の
乏
し
い
小
規
模
企
業

者
に
対
す
る
事
業
資
金
の
融

資
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め

町
小
規
模
企
業
者
小
口
資
金

融
資
制
度
と
し
て
新
発
足
い
た
し
ま
し

た
従
前
と
特
に
変
っ
た
主
な
点
は
、
貸

付
金
額
に
お
い
て
三

O
万
円
を
五

O
万

円
と
し
、
無
担
保
に
し
た
こ
と
で
す
。

そ
の
他
貸
付
内
容
は
次
の
と
お
り
で

あ
り
ま
す
の
で
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
に

は
こ
の
制
度
を
充
分
活
用
し
そ
の
発
展

を
計
っ
て
く
だ
さ
い
。

ー
、
目
的
小
規
模
企
業
者
に
対
す
る

事
業
資
金
の
融
資
を
促
進
す
る
こ
と

商工業者に福音

報町手口昭(吋

選挙人名簿定時登録者数
S 46.9.10現

投票区 男女合計
第一投票区 556 479 1135人

第二投票阿 760 797 1557人

第三投票区 578 632 1210人

計 1894 2008 3902人

模範選挙は我家から、民主政治は選

挙から

昭和町 選挙管理委員会
昭和町明正選挙推進協議会

山
梨
県
雇
用
対
策
協
議
会
は
昨
年
九

月
か
ら
県
下
各
市
町
村
の
主
要
地
域
に

婦
人
職
業
連
絡
員
を
設
置
し
て
、
県
内

労
働
開
発
の
た
め
、
県
下
全
域
に
わ
た

り
こ
の
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

こ
の
婦
人
職
業
連
絡
員
と
は
、
働
き

た
い
希
望
の
あ
る
方
で
、
直
接
公
共
職

業
安
定
所
や
内
職
公
共
補
導
所
へ
出
向

く
こ
と
の
で
き
な
い
方
々
の
た
め
に
、

常
用
、
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
職
、

家
庭
内
職
な
ど
の
相
談
や
連
絡
を
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
就
職
の
円
滑
を
は
か

る
た
め
公
共
職
業
安
定
所
へ
の
取
り
つ

ぎ
を
す
る
仕
事
で
す
。

働
き
た
い
方
よ
り
相
談
を
う
け
た
場

合
は
個
人
的
秘
密
も
あ
る
こ
と
と
お
も

い
ま
す
の
で
他
人
に
は
洩
ら
し
ま
せ

ん。
現
在
、
本
町
で
は
次
の
方
々
に
お
願

い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
す
る
と
同
時
に
、
お
お
い
に
利
用
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

西
条
一
区

西
条
二
区

清
水
新
居

西
条
新
田

押

越

河
東
中
島

'‘ 

野

沢

長
谷
川

保

坂
若

尾

山

田

鷹

野

茂

子
し
げ
よ

よ
し
江

と
め
子

た
ま
き

志
げ
子

三;器)
i(皇)
ク?調 2

f ~整(

昭
和
四
十
六
年
度
の
米
生
産
調
整
に

つ
い
て
は
、
農
家
の
み
な
さ
ん
の
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
目
標

を
充
分
達
成
し
て
今
回
そ
の
集
計
を
終

り
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
は
、
当
初
県
か
ら
指

示
さ
れ
た
調
整
目
標
数
量
三
二
七
ト

ン
、
換
算
面
積
八
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対

し
、
農
家
の
自
主
的
な
生
産
調
整
計
画

の
提
出
を
求
め
、
こ
れ
に
よ
り
去
る
八

月
二
日
、
三
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
関

係
機
関
の
協
力
を
得
て
確
認
を
い
た
し

ま
し
た
。

そ
の
結
果
生
産
調
整
数
量
四
五

0
ト

ン
、
面
積
一
一
一
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

目
標
に
対
し
一
三
七
%
の
実
績
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に

集
計
の
結
果
を
概
略
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

生
産
調
整
実
施
農
家
戸
数
五

O
三
戸

総

筆

数

二

四

三

九

筆

総
面
積

一
一
、
一
七
八
・
三
三
ア
ー
ル

内
普
通
転
作

六
、
一
七
七
・
一
六
ア
ー
ル

永
年
転
作

一
、
三
三
五
・
五
二
ア
ー
ル

休

耕一
二
、
六
一
六
・
六
一
一
ア
ー
ル

そ
の
他
四
九
・

O
三
ア
ー
ル

総
生
産
調
整
数
量

四
五

O
、
三
三
六
キ
ロ
グ
ラ
ム

奨
励
補
助
金
の
総
額

三
五
、

O
四
五
、
九

O
O円



(8) 報

最
近
急
激
に
増
え
た
自
動
車
等
の
交
小
型
車
か
ら
始
ま
っ
て
大
型
車
ま
で
、

通
量
に
は
目
を
見
張
る
ば
か
り
で
す
。
夫
々
の
方
向
道
路
の
両
側
に
駐
車
さ
れ

こ
と
に
町
の
中
央
部
を
東
西
に
走
る
町
て
お
り
通
行
を
妨
げ
て
お
り
ま
す
。

道
一
号
線
へ
の
車
の
乗
り
入
れ
は
漸
時
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
道
路
を
通
行
す

増
え
、
朝
の
通
学
時
、
夕
方
の
暗
み
の
る
歩
行
者
、
車
輔
等
に
非
常
に
迷
惑
を

つ
く
頃
の
通
行
量
は
も
の
す
ご
く
歩
行
か
け
て
お
り
ま
す
。
道
路
は
お
互
い
の

は
勿
論
、
道
路
の
横
断
が
非
常
に
困
難
道
で
す
。
車
を
片
付
け
道
幅
一
杯
に
広

に

な

り

ま

し

た

。

く

使

用

出

来

る

よ

う

各

々

車

を

お

持

ち

因
み
に
町
内
を
一
巡
し
て
み
ま
し

の
方
、
ま
た
運
転
さ
れ
る
方
が
各
々
心

た
、
主
な
町
道
、
県
道
と
、
こ
れ
ら
の

路
上
に
長
い
時
間
駐
車
さ
れ
た
車
の
多
か
け
ら
れ
て
道
路
を
専
用
す
る
こ
と
な

い
の
は
、
こ
れ
ま
た
驚
き
ま
し
た
。
道
く
道
を
広
く
使
え
る
よ
う
に
気
を
付
け

路
の
道
幅
が
殆
ん
ど
昔
の
ま
ま
な
の
に
て
下
さ
い
。

-J:・・
3
・・J
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3
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・、
-
7峰、
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3
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k
-
・1
L
f
J
‘J
L
r‘
----p
・a-
sJ
-
f
J
・J

ん
古
貯
蓄
奨
励
住
宅
対
策
の

で
の
非
課
税
制
度
が
あ
り
ま
す
が
ん

た

め

の

減

税

今

回

の

改

正

で

百

万

円

に

引

き

上

V

叩

O
預
金
な
ど
の
利
子
に
つ
い
て
は
現
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ψ

へ
在
源
泉
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い

O
住
宅
な
ど
の
購
入
を
目
的
と
す
る
い

…
ま
す
が
従
来
か
ら
少
額
貯
蓄
非
課
貯
蓄
で

一
定
の
要
件
を
備
え
て
い
J

V

税
制
度
が
あ
り
一
定
の
手
続
に
よ
る
も
の
は
年
間
積
立
額
の
四
%
で

v

m

り
一
人
あ
た
り
元
本
百
万
円
ま
で
最
高
一
万
円
ま
で
が
所
得
税
額
か
旬• 

ん
の
預
金
等
の
利
子
に
つ
い
て
税
金

ら
控
除
さ
れ
て
い
ま
す
が
今
回
の
ヘ

が
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
改
正
で
最
高
限
度
額
が
一
万
円
か
J

…
貯
蓄
奨
励
住
宅
対
策
の
た
め
の
減
税
一

~
は
貯
蓄
奨
励
の
た
め
の
制
度
の
ひ
ら
二
万
円
に
引
き
土
げ
ら
れ
ま
し
ヤ

と
つ
で
す
が
今
回
の
改
正
で
非
課
た
。

《

へ
税
と
な
る
貯
蓄
限
度
額
が
一
人
あ
領
収
袋
の
配
付
に
つ
い
て

H

M

V

た
り
元
本
百
万
円
が
百
五
十
万
円
先
般
各
納
税
組
合
長
を
通
じ
各
~

~
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

家

庭

に

領

収

書

袋

を

配

付

い

た

し
ま
八

一
藤
防
彰
一
一
J

隠
奏
。
ま
た
少
額
貯
蓄
し
た
。
納
税
以
外
(
電
気
料
、
水
道
V

守

R
A匙
厨

Z

非
課
税
制
度
の
ち
の
領
収
書
入
れ
に
も
御
利
用
下
h

v

線

機

似

/

物

ほ

か

に

国

債

の

さ

い

。
叉
納
税
組
合
に
未
加
入
の
方
一

ミ

/

繍

利

子

に

つ

い

て

も

役

場

税

務

課

に

備

え

て

あ

り
ま
す
V

V

議
喜
二
一
ま
も
元
本
五
十
万
ま
の
で
申
し
出
て
下
さ
い
。
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広町来日昭昭和46年12月 l日

狩
猟
解
禁
と
事
故
防
止
一

十
一
月
一
日

叫
し

lg
p
一

よ

り

今

年

も

狩

主

¥
h》
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猟
が
解
禁
に
な

ち
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歳
暮
(
せ
い
ぼ
〉
と
い
う
の
は
年
の
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区
内
日
暮
れ
と
か
年
末
と
い
う
意
味
で
す
が
、

り
、
野
に
山
に

?
?
?
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-
'
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阿
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高
岡
ア
静
h
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ご

く
む
か
し
、
年
神
様
と
晴
れ
の
食
事

ハ
ン
タ
ー
が
多
幹
手
五
ヨ
一
宗

勢
猟
に
出
か
け

百
三
司
君
‘
一
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
互
い
の
関
係

ニミ

、
一
を
深
め
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
始
ま
つ

ま
す
。
先
に
各
区
長
に
お
願
い
し
て

H

一
た
も
の
で
本

1
ー
パ
副
関
関
副
頭
議

各
部
落
の
放
送
に
よ
り
こ
の
事
故
防
止
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際
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一
来
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生
き
て
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一
い
る
祖
先
で

AM開
削
組
閣
院
縫

っ
い
最
近
年
く
も
北
巨
摩
の
農
家
に
猟

-
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i
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j図

i

用
の
障
が
飛
び
込
ん
だ
こ
と
が
新
聞
等
一
あ
る
親
の
健
康
を
祝
う
た
め
に
正
月
用

で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

、
一
の
モ
チ
や
魚
を
持
参
し
た
も
の
だ
そ
う

朝
、
暗
い
う
ち
に
、
人
家
の
近
く
や
一
で
す
。

お
宮
、
お
寺
の
境
内
で
猟
銃
(
空
気
銃
〉

一

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
日
ご
ろ
お
世

の
音
が
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
は
狩
一
話
に
な
っ
て
い
る
目
上
の
人
や
先
輩
へ

猟
法
で
も
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
も
一
の
お
札
心
の
表
現
と
な
っ
て
現
在
引
き

し
、
お
気
付
で
し
た
な
ら
ば
お
互
い
に
一
つ
が
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
歳
暮
の
贈

注
意
し
合
い
事
故
は
未
然
に
防
ぐ
よ
う
来
年
六
月
末
日
迄
の
期
間
中
に
、
二
百

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

円
お
買
上
、
げ
の
お
客
様
に
、
一
枚
の
補

ま
た
、
近
年
若
い
人
達
、
こ
と
に
中
助
券
を
進
て
い
し
、
四
百
枚
集
っ
た
入

学
生
、
高
校
生
が
、
人
の
空
気
銃
を
借
を
、
県
内
の
温
泉
に
ご
招
待
す
る
こ
と

り
て
猟
を
す
る
姿
を
見
か
け
ま
す
が
、

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
せ
い
ぜ
い
ご
利

こ
れ
も
狩
猟
法
違
反
で
罰
せ
ら
れ
る
ば

用
下
さ
い
。
な
お
温
泉
に
行
く
日
程
は

か
り
で
な
く
、
銃
砲
刃
剣
の
不
法
所
持

七
月
の
予
定
で
す
。

で
、
借
り
た
人
も
貸
し
た
人
も
共
に
罰

定
休
日
変
更
の
お
知
ら
せ

せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
父
兄
の
方
、
ま
た

昭
和
町
商
工
会
加
入
の
商
庖
で
は
、

こ
れ
を
見
受
け
た
昭
和
町
猟
友
分
会
の

左
記
の
通
り
定
休
日
が
変
更
と
な
り
ま

会
員
の
皆
様
の
注
意
を
お
願
い

す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
致
ま
す
。

す
。
事
故
の
な
い
町
、
違
反
者
の
な
い

毎
月
第
一
、
第
三
日
曜
日

町
に
致
し
ま
し
ょ
う
。
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業
致
し
ま
す
の
で
、
今
後
共
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

jo、

暮

歳

商
工
会
だ
よ
り

商
工
会
大
売
出
し
を
実
施

商
工
会
の
売
出
し
加
盟
庖
で
は
、
従

来
通
り
行
な
っ
て
き
た
、
年
末
年
始
の

大
売
出
し
を
、
十
二
月
二
十
五
日
か
ら

答
品
に
食
べ
も
の
が
多
く
選
ば
れ
る
の

は
、
そ
う
い
う
く
ら
し
の
上
の
歴
史
が

あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
こ
れ
が
高
じ
て
、
も
ら
っ

た
か
ら
す
ぐ
お
返
し
を
・
・
・
・
・
・
・
・
・
と
考
え

る
の
は
少
し
行
き
す
ぎ
で
す
。
お
返
し

は
、
し
ば
ら
く
聞
を
お
い
て
す
る
の
が

礼
儀
と
い
う
も
の
。
し
か
も
デ
パ
ー
ト

繍
調
崎
同
国
関
調
調
舗
司
あ
た
り
に
ま

織
機

W
酒
同
閣
闘
機
瀦
繍
可

露
骨
識
闘
訓
凋
路
線
織
か
せ
て
配
達

山
国
語
指
揮
泊
閣
割
弱
霧

掴
険
医
露
関
臨
際
麟
聯
関
さ
せ
て
は
お

礼
心
の
半
分
も
届
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
お

歳
暮
が
神
様
と
の
つ
き
合
い
か
ら
人
間

関
係
の
潤
滑
油
と
し
て
今
日
ま
で
つ
マ
つ

い
て
い
る
風
習
は
、
相
互
の
健
康
と
敬

意
の
現
わ
れ
で
す
か
ら
「
持
参
」
と
い

う
手
数
を
か
け
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
わ

け
で
す
。

「
昭
和
町
一
と
な
る
ま
で

西
条
、
押
原
、
常
永
が
合
併
し
て
昭

和
村
と
な
り
こ
れ
が
町
と
な
る
ま
で
の

生
い
た
ち
が
解
り
ま
し
た
の
で
参
考
ま

で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
明
治
七
年
十
月
二
四
日
、
押
越
、
河

東
中
島
、
紙
漉
阿
原
合
併
し
て
押
原

と
な
る
。

〈
〉
明
治
八
年
一
月
二
九
日
、
河
西
、
上

河
東
、
飯
喰
、
築
地
新
居
、
築
地
新

田
合
併
し
て
常
永
村
と
な
る
。

〈〉
明
治
二
二
年
七
月
一
日
、
西
条
村
、

押
原
村
合
併
し
て
西
条
村
と
な
る

0

0
昭
和
十
七
年
七
月
一
日
、
西
条
村
常

永
村
合
併
し
て
昭
和
村
と
な
る
。

。
昭
和
四
六
年
四
月
一
日
、
町
制
施
行

さ
れ
「
昭
和
町
」
と
な
る
。


